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　神戸須磨シ―ワールドは須磨海岸にあり、西日本で唯一シャ
チに会える水族館。海洋生物 522種 17,000点を展示。オルカ
（シャチ）スタジアム、ドルフィン（イルカ）スタジアム、アクアライ
ブ（上記写真）の３つのエリアがあり、いずれも楽しみが満載。
　イチオシは、大迫力のシャチのパフォーマンス！大きな体での
ジャンプやトレーナーとの息の合った演技は圧巻の一言。隣の
スタジアムでは、可愛らしいイルカたちの軽やかな動きに魅了
されます。アクアライブでは、海の生き物が暮らす多彩なゾーンで
感動の体験ができます。

　レストランやカフェ、ショップも多数あり、シャチを見ながら食事
を楽しめるところも。この夏、お孫さんと一緒に（もちろんお一人
でも）”スマシー”で特別なひとときを過ごしてみませんか！
(入館料 65歳以上 2,500円、4歳～中学生 1,800円。夏休み・お盆期間
は異なりますので公式サイトでご確認下さい）

　今年の夏も厳しい暑さになりそうです。気象庁では、最高気温35℃以上
の「猛暑日」に加え、今年から40℃以上の日を「酷暑日」と呼ぶようにし
たそうで、聞くだけで気が重くなります。
　高齢者は、若い人に比べて体内の水分量が少ないため、脱水になりやす
いと言われています。また、年齢とともに暑さを感じにくくなりますし、
さらに汗をかく力など体温調整の働きも弱くなります。そのため、熱中症
へのそなえが欠かせません。
　熱中症予防は室内でも大切です。室温が28℃を超えたらエアコンを活用
し、扇風機も上手に併用したい。次いで、水分補給。大きめのコップで1
日6杯（1.2ℓ）以上。1時間に1回、のどが渇く前にこまめに補給すると
いいそうです。また、外出時は帽子や日傘も役立ちます。身近な先輩が、
男の日傘を買ったというので、去年、私も真似てゲットしました。
　何より大切なのは「無理は禁物」です。熱中症だと思っていたら、実は
脳梗塞だったという身近な例もありました。体調に異変を感じたら、救急
車を呼ぶことをためらってはいけません。　　　　　　　　　　 （茶利）

イルカやエイが水中に舞う！ 神戸須磨シ―ワールドイルカやエイが水中に舞う！ 神戸須磨シ―ワールド

この夏も、健やかにに過ごしましょ

アクセス 電車：

 車：

JR山陽本線「須磨海浜公園駅」から徒歩約5分
JR山陽本線「須磨駅」から徒歩約20分
山陽電鉄「月見山駅」から徒歩約10分
大阪方面から阪神高速神戸線「湊川出入口」から約10分
※有料駐車場あり（須磨海浜公園駐車場）

独り言
独り言

地元界隈で
あれこれ、文化を楽しむ
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　定年退職後再就職先の神戸市文化事業団への
入職をきっかけに文化芸術の趣味が拡大。同所卒
業後も、地元を中心に、映画、コンサート・ライブ、
演劇、文学、美術、街歩き・自然探訪等、幅広く楽し
んでおられます。

岩城　良樹さん（No.6427）

私の今日この頃私の今日この頃

●事務局からのお知らせ
　社友会本部総会開催、新役員就任挨拶
●新企画「ちょっと出かけて楽しむ！会」
　スタート
●今も続いている仕事・職場仲間の深い絆
　今も続く山仲間との絆
●おすすめしますこの商品
●私の近況短信/新入会員の紹介等
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シャープ社友会 本部事務局からのお知らせ

　4月20日ホテルアウィーナ大阪にて第47回本部総会が開催された。会員93名、来賓11名（シャープ：河村社長含め4名、
支部、労働組合代表）合計104名が出席された。来賓紹介と新任・退任役員の紹介後、大槻新事務局長の司会で開始。
深堀会長挨拶後、第一号議案から第四号議案は異議なく拍手で承認された。その後、河村新社長の自己紹介と会社の
現況につき報告があった。続いて昼食を挟み、第三回フォトコンテストの表彰式があり、入賞者5名に賞状と記念品が
贈呈された。最後に熨斗副会長の中締め挨拶で総会は終了。総会終了後、ソフトバンク（株）とパーソナル通信事業
部のご協力によるスマホ展示と相談会を実施した。

会場

深堀会長挨拶 支部長の皆さん

昼食懇親会の様子

中締め 熨斗副会長

フォトコンテスト表彰式 スマホ展示と相談会

河村社長挨拶 河村社長を囲んで

第47回 社友会本部総会開催第47回 社友会本部総会開催
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　この度、シャープ社友会副会長に
就任し、その重責に身の引き締まる
思いです。
　在籍中は国内営業本部や販売会
社で取引先・顧客との関係づくりに

携わり、コンピュータセンターでは商物流システム開発、情
報通信営業本部では携帯電話、さらに白物家電の健康環
境事業本部、シャープファイナンスでのリース・保険事業な
ど幅広い分野を経験しました。また労働組合活動でも多く
の仲間と共に汗を流し、これまでご一緒した皆様に改めて
深く感謝申し上げます。
　社友会は1980年の発足以来、諸先輩方のたゆまぬ努力
により歴史を築いてきましたが、社会の価値観や人生観の
多様化が進む中、会員の高齢化と減少が続き、従来の活動
継続が難しくなることが予想されます。一方で「人生100年
時代」と言われる今、社友会は退社後の人生を楽しく元気に
過ごすための“オアシス”として重要な存在です。「明るく愉し
みを生む場」「新たな友人と出会う場」としての役割を大切
にし、微力ながら運営に尽力してまいります。最後に、今後と
も変わらぬご支援とご指導をお願い申し上げます。

　日を追って暑さが厳しくなって参
りましたが、会員の皆様方におかれ
ましてはますますご清祥のこととお
喜び申し上げます。
　さて、この度、嶋本前会長の後を

受け、シャープ社友会会長の重責を担うこととなりました。
　シャープ株式会社在籍中は、国内営業本部・販売会社、
経営企画室、空調システム事業部、最後は人事部門での業
務を経験致しました。その間、様々な職場で数多くの皆様
方とご一緒させて頂きましたこと、この場をお借りし改め
て感謝申し上げたいと存じます。
　私が社友会と本格的にかかわりを持つようになったのは、
人事本部時代の2016年の社友会総会で、会社側の代表と
してご挨拶させて頂いたのが始まりです。
　振り返りますと、その後の10年間で社友会を取り巻く環
境は様変わりしました。まず１つ目は会社の状況です。ご承
知の通り、2016年に台湾企業鴻海の出資を受けたことで、
否応なしに仕事の進め方や求められるスピード感が従来と
大きく変化しました。その結果、会社や現役社員の方々と
社友会会員の皆さんとの間に少なからず価値観の違いが
生じたことは事実です。

　この度、松田前事務局長の後任
として、事務局長に就任することと
なりました。何卒よろしくお願い申
し上げます。
　私は入社以来、主として電化商

品関連部門における業務および営業に34年間従事し、そ
の後、液晶事業関連部門にて7年間、亀山工場ならびに
SDP堺工場で勤務してまいりました。これまで多くの皆様
との出会いに恵まれましたことに、心より感謝申し上げま
す。今後は、会員同士が気兼ねなく交流し、親睦を深めら
れる場づくりに微力ながら尽力してまいりたいと考えて
おります。
　社友会の魅力は、同好会活動をはじめとする会員相互の
交流にあると考えております。既存の活動をさらに活発化
させるとともに、新たな同好会の設立なども進め、より多く
の皆様にご参加いただける機会を広げてまいります。
　最後になりましたが、会員の皆様のご健勝とご多幸を
心よりお祈り申し上げますとともに、今後とも社友会への
変わらぬご支援と積極的なご参画を賜りますようお願い
申し上げます。

　2点目は2020年から約3年間続いたコロナ禍の影響で、
世の中全体のコミュニケーションのやり方が、対面での交
流からLINEなどのSNSやZoomを活用した意思疎通に急
速に転換したことです。これにより「集まって話す」必要性
が大きく低下したものと思われます。
　3つ目に「人生100年時代」が現実のものとなり、健康や
年金・運用に加え、介護や防犯、防災など老後の新たな悩
みや不安がクローズアップされてきたことも特筆すべき事
象です。
　以上のような直近での環境変化と少子高齢化という恒
常的な社会変化が相まって、従来の私どもの強みであった
一体感や相互支援の意識が薄れ、社友会も会員の高齢化
と会員数の漸減という構造的な課題に苦慮しているのが
実情です。
　今後の社友会活動を進めて行くに当たっては、こうした
現状を正しく理解した上で、「従来のモノサシ」に捉われる
ことなく、シャープ社友会とのつながり方の多様化やデジ
タルとアナログ双方の利点を活かした会員相互の接点拡
大に、微力ながら尽くして参りたいと考えます。
　倍旧のご支援とご指導をお願いし、就任のご挨拶とさせ
て頂きます。

新 役 員 就 任 挨 拶

深堀会長

熨斗副会長 大槻事務局長
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｢ちょっと出かけて楽しむ！会｣ が
スタートします 

8月

天理シャープミュージアム     
・自分史(シャープ時代の歴史)を見つめて     
・お孫さんの自由研究お手伝い（ラジオの制作など）     
・ミュージアムと古墳を見学後、社員食堂で昼食

2月

「一筆書き」乗車･･･大回り乗車に挑戦
（琵琶湖一周、車窓からの雪景色も）
・天王寺発一区間150円切符で琵琶湖一周に挑戦します   

10月
高野山・・・精進料理と晩秋の紅葉と慰霊碑
・シャープ菩提寺（西南院）での精進料理
 昼食後は慰霊碑へその後自由散策です

12月
イルミネーションの御堂筋を歩いて忘年会
・心斎橋～なんばパークス間を歩きます
 終着点なんばパークスで忘年会予定

4月A案
京都「都をどり」の観覧
・観覧前に「京料理」を賞味

4月B案
大阪中之島遊覧船で桜の観賞
・遊覧後昼食会も予定　

6月

2027年

2026年

八尾工場見学会（主に商談室を巡る）
・懐かしく社員食堂で昼食

時期 行事と概要（案）

当面の予定（案）・行事ごとに募集案内を発信いたします。

★交通費、行事の費用及び食事代等は各人でご負担をお願い致します。

主催・連絡先：社友会事務局・同好会委員会　電話：06-6794-8850　Eメール：shayuhmb@kcn.jp

社友会

新企画
社友会

新企画

募集中

　昨年同好会活動に関して皆さまのご意見を伺った結果、多数のご要望を頂いた新企画「ちょっと出かけて楽しむ！会」を
スタートさせます！  “ちょっと出かけて”、話題のスポット等を訪ね、食事をし、おしゃべりを楽しむ行事です。
　第1回は8月に天理ミュージアムを訪ねます。詳細案内は｢ゆう｣に同封のチラシをご覧下さい。各行事は同好会の枠を超
えて、自由にご参加頂けます。また、先輩、後輩の新しい交流も期待できます。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。
（参加人員は行事ごとに決めさせて頂き、先着順で受付け致します。ご了承下さい。） 
　※新しくスタートしますので、本会への皆様からのご意見、ご要望もお待ちしております。
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今村 義男さん
（No. 7350）

今も続いている仕事・職場仲間の深い絆

　宿泊手続で「シャープ」ですと表明したところ、オーナーの
佐伯伝蔵さんから山では貴重な缶ビールを50缶ほど無償で
頂きました。SACの先輩が3年前に背負って太陽電池を運び
上げ、設置したことに対する謝礼でした（高地における性能テ
ストが目的だったが、テレビも見られるようになり大変喜ばれ
た）。 流石、「シャープ」と感動しました。

　2024年2月、専門社員として延長勤務したシャープエネル
ギーソリューション株式会社（SESJ）を退職と同時に社友会に
入会しました。趣味は登山です。
　山に魅せられ、20代半ばでシャープ山岳部（SAC）に入部。
以来、約40年に亘り本社、各事業所の仲間とともに多くの山
に登ってきました。
　この機会にこれまでの活動の一端を紹介します。

　2026年2月に「エスカルゴ山の会」（SACのOB,OGを中心
に創設）のメンバー8名と台湾の台北近郊の基隆山（５８８ｍ）
登山、九份老街観光等を実施。山の先輩（故人）が台北駐在時
に自費出版した「台北低山散歩」に記載の山を追悼登山しまし
た。参加者の平均年齢は70代後半の後期高齢者でしたが、皆
元気でゆっくり和気あいあいの楽しい旅でした。詳細は、同行
された先輩に別途寄稿をお願いしたいと思います。

最近の山行

興味のある方はSACのOBが運営している下記窓口へお問
い合わせください。

新たにハイキング、登山を考えておられる方へ

　現役時代の事です。定年退職された先輩諸氏を迎え、
2010年8月に立山室堂で開催された「SAC創設50周年記
念集会」に参加しました。当時、全社SAC部員数は110名を
超え、7割が活動部員で、絆を大事にする部の伝統が確実に
引き継がれていることを実感しました。今日でもSACはさか
んに活動を続けていると聞いています。

山仲間との楽しい思い出

今も続く
山仲間との絆

1976年設置の
シャープ製太陽電池

▲ 剱岳と早月尾根（左側）遠望

基隆山を背景に 二二八和平公園 台北市

　海外登山も2006年に台湾の玉山（新高山3,952ｍ）、
2010年にマレーシアのキナバル山（4,095ｍ）と東南ア
ジア最高峰に高山病に悩まされながら登頂したのも楽し
い思い出です。

SAC創設50周年記念集会 立山室堂にて

 エスカルゴ山の会
　代表：倉原 宰
　電話：０８０-９６０４-７０２０
　メールアドレス：saagarhimaalg@gmail.com

 遊山トレッキングサービス
　代表：岡田 敏昭 (登山ガイド資格保有)
　電話：０９０-６９７２-７３３３
　メールアドレス：dash@axel.ocn.ne.jp
　ホームページ：http://yusantrek.wix.com/nonbri-sampo

　特に印象深い山行は、1979年8月の新入部員として初め
ての北アルプス剱岳（2,999ｍ）山行。早月尾根にある伝蔵小
屋（現：早月小屋、２,２００ｍ）から観た満天の星空は、今も鮮明
に記憶に残っています。　　

印象深い山行

▲
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永守　龍太郎さん（1166）
　お蔭様で年齢の割には元気に過ごし、毎日短い距離を散歩し、
裏庭の畑で野菜を作っています。豌豆とそら豆等、新しい作物を
考え中。近くにある京都市の老人福祉センターで興味のある
クラブに入ります。

服部　尚さん（6655）
　昨年末に古希を迎え、歴史探訪の会では毎回新しい気付きを
もらっています。医者に勧められたジム通いで久しぶりにプール
で泳ぐ機会があり、今ではウォーキングのようなクロールをめざ
し、週３で筋トレと水泳に取り組み中です。

岩瀬　哲雄さん（4488）
　元副社長の佐々木正氏は共創を提唱して、2011年にNPO法
人ITACを設立されました。私は発足当時より事務局長として参
加。産業技術の発展・創出・育成を図っています。今年８月にこの
団体の15周年。私は現在77歳ですが、80歳まで頑張ります。

井上　満廣さん（4930）
　在職中は縁のなかった海外への旅行をして、50ヶ国近くを
廻ってきました。印象に残っているのは、ギリシャ、トルコ、エジ
プト、南米ペルー等、古代遺跡の探訪でした。海外旅行は、心身
ともに元気な時に楽しまれたらいいと思います。

森　捷男さん（1196）
　滋賀県安曇川のほとりに自然を求めて15年、定年後は趣
味の鮎釣りと鴨撃ちを目的で選んだはずが、その両方がほと
んど実行できず、今は体力維持に畑仕事と、毎日泳ぎにジム通
いの88歳。もう少し頑張ります。

三木　健次さん（4408）
　定年退職して17年、喜寿を迎えました。地域活動に専念し、少
しでも役に立つことであればと頑張ってきました。年齢と共に体
調を崩しましたが、地域の協力で出来ています。今後も精一杯
地域で出来ること中心にと思っています。

大髙　秀敏さん（4459）
　喜寿祝儀ありがとうございました。仏壇にお供えして、シャー
プへの就職を喜んでくれていた両親を偲びました。親の生きた
齢を超え、元気に家庭菜園や写真撮影を楽しむ息子の今をきっと
応援していると思う昨今です。

中嶋　寅雄さん（1200）
　今年米寿を迎え、1週間に3日は
デイサービスに行って楽しんでい
ます。男女高齢者が多く、運動や語
り合ったりしています。妻と共に体
調も安定しており、この調子だと百
歳を目指せるかと思っています。

海部　隆雄さん（4453）
　今年、喜寿を迎えました。近く
の漁港で、初夏から晩秋にかけ、
太刀魚、アオリイカ釣りでリフレッ
シュ。10年前からカラオケがシニア
世代に健康効果大とすすめられ、
人前で大声で懐メロ、新曲にと挑
戦しています。

薄波　粛夫さん（1185）
　退職後は、世間並みに国内・海外旅行やゴルフで時を費やしま
したが、今は、趣味の農園の子守と、必要になって覚えた手話を
生かし、障害者学習指導教育を堺市内の小学校3，4年生に、手
弁当で出かける生活が増えています。

中川　博英さん（5050）
　今年、喜寿を迎えました。毎日ウォーキング、毎週卓球・川柳
投句、毎月仲間とクッキングクラブで料理・橿原考古学研究所の
有史会の例会参加・ゴルフ、そして地元のボランティア活動で
元気に過ごしています。
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編集室
から

事務局メールアドレス：shayuhmb@kcn.jp
TEL. 06（6794）8850　

♦賢明な読者諸氏はもうお分かりの通り、今号のゆうは、
「若い」と「新しい」にあふれています。まず、新任の深堀会長
と熨斗副会長、それに大槻事務局長の挨拶が載っています。
読んでみて、元気が出ましたか？

♥総会に来られた、シャープの河村新社長のお顔写真も出
ています。詳しいお人なりや経営方針はシャープのWEB社
内報“SHARP FAMILY”等でご確認くださいね。新事業を軸
に業績回復へ向けたご活躍が期待されます。

♠加えて、新企画「ちょっと出かけて楽しむ！会」の紹介記事
も掲載。何だかちょっとワクワクです。「今日この頃」「職場・
仕事仲間」の筆者は、社友会の中での若手。しなやかな
パワーを魅せてくれていますよ。

♣「若い」と「新しい」は決して年齢では決まりません。
“young at heart”で溌溂とされている方は素晴らしいです。
ただね、酷暑の中、無理は禁物ですぞ。　　　　　　（ YC ）

今号は「若い」と「新しい」が
満載です

あの人は今･･･会員の皆様からお寄せ頂いた個人の近況をご紹介します。
（メールでの近況短信は随時受付中。投稿をお待ちしております。）

いつまで
も

元気で

ご冥福をお祈りします

＊届出の遅れた方

 1139 本部 古手川 市太郎 2025年10月25日 88
 1292 広島 細 井  博 文 2026年  1月 7日 87
 6225 本部 永 松  秀 夫 2026年 3月10日 73
 1679 本部 相 場   　武 2026年 3月31日 85
 4960 九州 宇都宮 末廣 2026年 4月17日 76
 2863 本部 長 井   　淨 2026年 4月21日 83
 3299 本部 加 藤　健 二 2026年 4月26日 85
 4671 中部 沢 崎   　潔 2026年 4月26日 78
 939 本部 斉 田　   貢 2026年  5月  7日 89
 4089 九州 平 嶋  豊 臣 2026年 5月  9日 78
 2022 本部 高 橋   　実 2026年 5月14日 84
 5875 本部 佐 治   　寛 2026年 5月19日 85

 会員番号 所属 お名前 ご逝去日 年齢
＊
＊
＊
＊

2026年4月～5月

2026年4月～5月

社友会新入会員 同好会へどうぞ

7395 本部 田 中  賢 治
7396 栃木 半 田  孔 久
7397 本部 佐々木 和明
7398 本部 下 方  克 之
7399 本部 葉 山  喜 則
7400 本部 志 知  孝 一
7401 本部 谷 河  愛 藏
7402 広島 唐 津  敏 明

会員番号 所属 お名前
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岩城 良樹さん
（No.6427）

地元界隈で
あれこれ、文化を楽しむ

私の今日この頃私の今日この頃

興味の広がりのきっかけは
文化センターへの再就職
　阪神淡路大震災時に被災状況を目の当たりにし、いつ
かは神戸の街の役に立ちたいと願っていました。幸い、
退職後に市の外郭団体である文化振興財団に入職でき、
自宅（三田）から近い北神区文化センター勤務となりまし
た（神鉄岡場駅）。この地
域の拠点で、多くの講座（
美術・音楽・語学・ダンス
など）やイベントの主催、
地域団体との共催など幅
広く経験できました。お
かげで縁が薄かったいろ
いろな文化芸術活動へ
の興味が広がりました。
 
新たな出会いを自ら作り、関係を広げる
　センターでの勤務は、趣味の少ない自分で務まるの
かと思いながらのスタートでしたが、就活アドバイザーに
習った“Planned Happenstance Theory＝よいチャン
スは自分次第で引き寄せられる”を思い出しました。
　まず、講師や受講生、イベントの主催者やプレイヤーに
自分なりに興味をもって、会話を増やすように意識。する
と皆さんとの距離がぐっと近づき、楽しそうなエピソード
やこだわりポイントなどを教えてもらえました。
　また、センターの利用者はさまざまで、地元の音楽家
協会やピアノ教室、キッズラボやダンスサークル、同好会
や自治会、行政関係もあり、出会いを自らつくり大切にす
ることで新たなつながりができ、自分の興味の幅も一層
広がっていきました。 

北神区文化センター
 

湊川隧道
 

波豆川のコスモス畑にて

 

小野公園の「モネの池」
 

私の卒業時にサプライズ来館のジュニアバンドと。指揮をさせられました

卒業後は、地元を楽しむ、地元で遊ぶ！
　仕事は昨年3月末で卒業し、5月には古希になりました。
それを機に地元の三田・神戸を中心に、皆さんからいただ
いたSNSなどの情報をもとに出かけています。ここからは、
最近の個人的な興味などを思いつくままに記します。
◆映画　昨年の「国宝」などは勿論見ました。震災テーマの
作品は大事にしています。「港に灯がともる」「その街の
こども」はよかった。2021年の「心の傷を癒すということ」も
忘れがたい。
◆コンサート・ライブ　ジャズ、ロック、クラシックなど何で
もあり。昨年、新港第2突堤に新しくジーライオンアリーナ
神戸ができたのがうれしい。昨年秋には「スティング」に。
三田にもライブハウスができました。ママはセンターの
元ジャズ講座受講生です。
◆演劇　年初に西東三鬼作の「神戸・続神戸」の舞台化
「流々転々」を神戸で観劇。古田新太さんの劇団☆新幹線
は一度見たかったので大阪まで。流石でした。
◆文学　年来の積読を乱読中。神戸が舞台の作品も多い
が、先日は庄野潤三の「早春」を見つけました。西宮、芦屋
育ちの須賀敦子、村上春樹などもやはり近しい。
◆美術　せっかくなので、ゴッホ展に神戸まで。「夜のカフェ
テラス」が生で見られてよかったです。知り合いが毎回出
展する「関西新作展」にはい
つも伺っています。
◆街歩き、自然を楽しむ　
講座「神戸の歴史」に参加
し、近代化産業遺産の「湊
川隧道」に。そのすごさに
感激しました。
　三田藩の屋敷町には旧九鬼邸や、白洲正子・次郎の墓
所などがあり、ボランティアが案内してくれます。波豆川で

は環境保全会の活動
で、コスモスが一面
に咲いて、たいへん
美しいものでした。
千丈寺湖畔の小野公
園ではボランティア
の長年の環境再生取
組みで、「モネの池」
と言われるようにま
でなっています。

　三田には新鮮野菜など
の美味スポットや、スイー
ツや新しいパンショップな
どもいろいろできていま
す。これからも美味しいも
のも食べながら、元気で
あれこれ楽しんでいきた
いと思います。


